
　2020年のドイツの実質GDP成長率は、前年を大幅に下回るマイナス4.9％となった。内需、
外需ともに低迷し、2009年ε星のマイナ∵憎庭龏 ふ わの の譼回会ま ち





出では、ポーランド（5.4％）が1.5％減、チェコ（3.3％）が10.9％減と、いずれも減少した。



（8.5％）は、熱電子管・半導体（1.7％）の19.3％減が響いて、4.2％減となった。鉱物性燃料、潤滑剤

（6.2％）は32.1％減、中でも石油、石油製品（3.7％）が35.6％減、天然ガスおよび製造ガス（2.0％）

が26.4％減と大きく落ち込んだ。そのほか、原料別製品（12.0％）は、鉄鋼（2.0％）が21.8％減と大







（4.4％）の18.0％減などが大幅減となり、対日輸出額を押し下げた。

　対日輸入では、主要輸入品目の乗用車（9.9％）が前年比22.5％減となったほか、測定・分析・制御

機器（6.3％）の13.5％減、自動車部品（1.3％）の44.8％減などが輸入額全体を押し下げた。多くの品

目が落ち込む中、増加したのは29.7％増の有機・無機化合物（3.7％）や、88.2％増の薬剤（0.9％）な

どだった。

　ドイツ外務省は、新型コロナ感染拡大の影響で大幅に減少した日本との貿易の回復に、日EU経済

連携協定（EPA）が今後寄与するだろうとしている。
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　2020年の日本からの直接投資額は、前年の48億1,600万ユーロから 7億2,900万ユーロへと大幅に落

ち込んだ。GTAIによると、2020年の日本からのグリーンフィールド投資案件数は前年比11件増の82

件だった。2020年の日本企業の投資案件としては、東レが 3月にバイエルン州の子会社グリーナリ

ティの水素・燃料電池の核心部材工場の新設を、デンカが同じく 3月にザクセンアンハルト州の子会

社アイコン・ジェネティクスによるノロウイルスワクチンの研究開発と製造施設用地取得を、昭和電




